
 

（裏面あり） 

第５回環境影響評価審査会 
事 務 局 資 料 

令 和 ５ 年 ７ 月 1 0 日 

 

（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業 
準備書の調査審議に係る意見の聴取について 

 

１ 概要 

 横浜市環境影響評価条例（以下「条例」といいます。）第 30 条第１項に基づき、対象地域

（瀬谷区瀬谷町、中屋敷二～三丁目、相沢五～七丁目の全域及び旭区上川井町の一部地域）内

に居住する者等は、標記事業に係る準備書及び準備書意見見解書について、当該準備書意見見

解書の縦覧期間内に、審査会に対し、環境の保全の見地からの意見を述べたい旨申し出ること

ができます。 

この申出があった場合、同条第２項に基づき、審査会は、準備書の調査審議に際し必要があ

ると認めるときは、意見の聴取を行うものとされています。 

 

２ 申出期間 

 令和５年６月 15日（木）から同年６月 29 日（木）まで（郵送は当日消印有効） 

 

３ 受付結果 

 申出期間内に１名の方から意見陳述申出書が提出されました。内容を表１に整理しました。 

 

４ 意見の聴取を行う者及びその時間について 

条例施行規則第30条第２項に基づき、意見の聴取を行う場合においては、申出書を提出した

者のうちから、意見の聴取を行う者を選定することができるとされています。 

また、同条第３項に基づき、意見の聴取を円滑に行うために必要があると認めるときは、意

見の聴取を行う時間を定めることができるとされています。 

 

 

 

横浜市環境影響評価条例に基づく意見の聴取の手続に係る実施要領（抜粋・下線追記） 

第３条 規則第 30 条第２項の規定による選定は、条例第 30 条第１項又は第 59 条第４項の規

定により申出をした者のうちから選定する。 

（１）意見聴取の選定人数は、対象事業ごとに原則 10名程度までとする。 

第４条 意見の聴取は原則審査会の会議１回の範囲内で行うこととする。 

２ 規則第 30 条第３項の規定による意見陳述の時間は、１人あたり 10 分以内とする。ただ

し、審査会は、必要に応じてこれと異なる時間を定めることができる。 



表１ 意見陳述申出書の概要 

 

住所 陳述しようとする意見の概要 

瀬谷区 

相沢六丁目 

・住環境の保全について 

私は瀬谷に70年以上、現在の相沢に30年以上住んでいます。誇れるものは

豊かな自然環境です。自然を残したいという意見に対し、区画整理事業と協

力して検討しますという回答が多く、納得できません。相沢川を開渠にして

市民に開放してもらえないでしようか。 

・戦争遺跡について 

子供の頃、村の古老から海軍の補給稍の話を聞きました。その後色々調べ

たら毒ガスを貯蔵していたという証言もあるようです。花博や公園の場所が

海軍の基地で毒ガス貯蔵庫の場所も含まれていることもわかっています。こ

れらを後の世代に伝えるための施設も必要ではないでしょうか。検討をお願

いします。 

・子供たちに希望の持てる未来を 

私は現在も学習支援活動を通して子供達と接しています。今年も瀬谷小学

校の子供たちが上瀬谷のミニ田んぼで田植え体験をしました。子供たちの歓

声を聞いていると、来年はもうここで田植えはできないかもしれないという

現実に大人の無責任さを改めて痛感しています。地球温暖化とそれによる気

候変動などに、大人はもっと真剣に取り組まなければと思っています。緑を

減らさない努力をしなければいけないのに、逆に上瀬谷では樹木の伐採が進

んでいます。公園を縮小し今の環境をできるだけ残すよう希望します。 

・上瀬谷に残された生き物の保全について 

ホトケドジョウについて多く取り上げられていましたが、ホトケドジョウ

だけではありません。今も上瀬谷の農道を雉がトコトコ歩いていたり、空に

はゆうゆうとオオタカが舞っています。オオタカは森で営巣し、谷戸で餌を

あさる鳥なので、広い谷戸がなくなったらいなくなってしまいます。瀬谷メ

ダカもいます。瀬谷メダカは瀬谷だけにいるメダカで昨年上瀬谷の田んぼで

見つかっています。暗渠化した相沢川から取水した田んぼでこれらの生き物

が生き残れるでしょうか。区画整理事業への強力な働きかけが必要ではない

でしょうか。 

 



横浜市環境影響評価条例に基づく意見の聴取の手続に係る実施要領 

 

制  定  平成23年10月28日 

改  正  令和３年３月17日 

 

（趣旨） 

第１条  横浜市環境影響評価条例（以下「条例」という。）第30条第２項又は第59条第５項に

基づく横浜市環境影響評価審査会（以下「審査会」という。）による意見の聴取に関し、横浜

市環境影響評価条例施行規則（以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

 

(意見陳述の申出等) 

第２条 規則第30条第１項の規定による申出は、意見陳述申出書（第１号様式）、若しくは、任

意の様式に申出書様式に記載のあるすべての事項を記載した書面、又は横浜市電子申請・届

出システムのいずれかにより行わなければならない。 

２ 意見陳述申出書の提出期間は、条例第30条第１項、第59条第４項の規定による縦覧期間と

する。 

 

（意見の聴取を行う者の選定等） 

第３条 規則第30条第２項の規定による選定は、条例第30条第1項又は第59条第4項の規定によ

り申出をした者のうちから選定する。 

（１） 意見聴取の選定人数は、対象事業ごとに原則10名程度までとする。 

（２） 申出をしたすべての者の陳述が困難であると審査会が認める場合、意見の要旨を同じ

くする者のうちから、それぞれ抽選により審査会が意見陳述人の選定を行うものとする。 

２ 規則第30条第４項の規定による通知は、意見陳述人選定結果通知書（第２号様式又は第３

号様式）により行うものとする。 

 

（意見の陳述の回数及び時間） 

第４条 意見の聴取は原則審査会の会議１回の範囲内で行うこととする。 

２ 規則第30条第３項の規定による意見陳述の時間は、１人あたり10分以内とする。ただし、

審査会は、必要に応じてこれと異なる時間を定めることができる。 

 

（意見の陳述等） 

第５条 意見陳述人は、発言をしようとするときは、会長の許可を受けなければならない。 

２ 意見陳述人は、意見の陳述において、当該案件に係る環境保全の見地からの意見以外の事

項を発言してはならない。 

３ 会長は、意見の陳述が第４条第２項に定める陳述時間を超えたときは、その発言を禁止す

ることができる。 

４ 会長は、意見の陳述中に不穏当な言動があったときは、その言動を禁止するとともに、発

言の撤回を求めることができる。 

５ 前２項において、意見陳述人が会長の指示に従わない場合、会長は、意見陳述人に退場を



命ずることができる。 

６ 意見陳述人は代理人に意見を述べさせることができない。 

７ 意見陳述の順番は、原則として意見陳述申出書の提出順とする。 

 

（質疑） 

第６条 審査会は、意見陳述人に対し、質疑をすることができる。 

２ 意見陳述人は、審査会に対し質疑をすることができない。 

 

（資料の使用等） 

第７条 意見陳述の際に資料を使用する場合、意見陳述人は、自らの責任で資料を用意するこ

ととする。 

２ 意見陳述の際に、配布した資料以外に掲示物等の資料又は電子データ等を使用する場合に

は、意見陳述人は、その原本又は写し等を事務局に対し提供する。   

 

（補佐人） 

第８条 意見陳述を補佐するため必要な場合は、意見陳述人１人につき、１人の補佐人を認め

るものとする。 

２ 補佐人は発言することができない。 

 

（録音、録画等の禁止） 

第９条 意見陳述人又はその補佐人(以下「意見陳述人等」という。）が、意見陳述の内容の録

音、録画等をすることは認めない。 

 

（秩序維持） 

第10条 意見陳述人等が酒気を帯びていると認められる場合、審議を妨害し、又は人に迷惑を

及ぼすと認められるものを所持している場合には、審査会は意見の聴取を取りやめることが

できる。その場合、会長は、当該意見陳述人等に対し、審査会会場への入室を禁じ、又は退

場を命ずることができる。 

２ 意見陳述人等は審査会会場において、審査会の秩序を乱し、又は妨害となるような言動を

行ってはならない。これに違反するとき、会長は、当該言動を禁止し、これに従わないとき

は退場を命じることができる。 

 

（委任） 

第11条 この要領に定めるもののほか、この要領の施行に関し必要な事項は、会長が定める。 

 

附 則 

 この要領は、平成23年10月28日から実施する。 

附 則 

 この要領は、平成31年３月14日から実施する。 

附 則 

 この要領は、令和３年３月17日から実施する。 


